
































2.要約 

〔本研究の目的〕 

女性保健とは? 

なぜ、女性保健というのがとりあげられるのか? 

その社会的意味と医学的意味は何があるのか? 

女性保健のあるべき姿。 

何が問題になっているのか。→(女性特有の健康問題は何か?) 

その対策は何か?→(望まれている医療サービスは何か?) 

といった課題を例えば、試みに性差医学といった観点にたってみた時に予想されることは、

それは男性の保健(というものが考えられるとした時に)とは明らかに違う何か(法律的に

も医学上の取扱も、社会的なサポートシステムの上からも)があるはずである。その問題点

の違い、対策の違いを女性の意識や社会的立場の歴史的変化を踏まえた上でその違いの実

際を明らかにし、その対策を提言することが本研究の目的である。 

〔平成 3年度の研究方法〕 

『専門家情報の公開と問題提起の討議』 

まず、平成 3年度は女性保健とは?今、何が問題とされているか?について討議を重ねるこ

ととした。 

A 毎月 1回・連続 7回の分科会を実施。 

Ⅰ協力研究員各位からのそれぞれの専門領域からの問題点の提起｡(全 2 回) 

Ⅱ異分野の専門家(10 名)からの女性保健に対する問題点の提起。(全 4回) 

それぞれ 1回の分科会にて各分野の専門家からの問題提起に対して討議するという形式で

分科会を実施した。その議事録は別添資料の通りである。 

B その他 日本各地での専門家に対するヒアリング調査と文献検索を併せて実施。 

以上 2つの方法を通して、平成 4年以降からの研究方法について模索、検討した。 

〔結果〕 

全 7回の討議の結果 

会議抄録の発言内容をもとに、仮説を引き出すために、KJ法およびグループインタビュー

調査などの分析などによく使用される方法に準じて、発言内容のグループ分けをした。 

その方法は 

全発言を解体→同じ主旨ごとに集合→多人数が重なる時は代表的な主旨を要約→内容の主

旨に合せてグループ化を試みる→そのグループの主旨に沿ったタイトルをつける。(表のⅢ

参照) 


